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技術・開発

35%

50%

66%

専門・クリエイティブ

63%

76%

43%

営業

84%

55%

32%

販売

52%

34%

12%

接客・サービス

44%

31%

23%

技能・生産

13%

25%

56%

人事・総務・管理

21%

45%

58%

一般事務

79%

56%

60%

経営管理

11%

64%

83%


バブル経済が崩壊したのち、景気は低迷する一方である。特にここ最近は、大手銀行、証券会社などが相次いで破綻し、このような状況のなかで、新卒者、転職者、リストラされたサラリーマンたちが、必死に就職活動を続けている。

求人雑誌を手がけているわが社としても、今まで以上に有益な情報が提供できるよう世間の情勢や人々が求めているニーズを敏感に把握していく必要がある。

そこで、毎年恒例の就職セミナーの来場者アンケートから、就職活動の状況などを分析し、今後の情報として参考にしていきたいと考える。

興味のある職種（複数回答）
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25.6%

給与・収入

20.8%

勤務時間・休暇

14.6%

成長性

12.2%

安定性

10.1%

勤務地・通勤時間

10.1%

知名度

6.5%
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就職の条件・基準＜２５～２９歳＞（複数回答）
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最も高かった項目は『職種・仕事内容』、次いで『給与・収入』だった。一方、最も低かった項目は『知名度』だった。

働き盛りといわれる４０歳前後の年代と同様、『給与・収入』を重視する一方で『安定性』や『知名度』より、やりがいを得ることのできる仕事内容を最優先させる傾向が読み取れる。










